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<コメント>

今回は今野由寛君と鈴木大五郎さんが強力なタッグを組んで走ります。

しかし良く無かった為事前テストで使用したものを投入。次回テストでまたさらに仕様変更をすることにしました。
車体はいろいろ振ってみたので今回はフロントフォークの中身を替えていきました。

畑中　健太郎

事前テストでは目標としていた燃費を達成しレースウィークに入りました。

とうとうきてしまいました。耐久ウィーク！！

レーシングサプライ

今回は応援していただいたファンの皆様、関係者様、本当に申し訳ありませんでした。
ライダーの二人にも大変迷惑をかけてしまったので、次回８耐本番までに小さなトラブルも無いよう見直していきます。

金曜日は３時間の走行枠がありましたが、午後は二本ともエンジントラブルでほぼ走行できませんでした。
明日は予選、エンジンを載せ換えて朝の走行に望みました。しかし水温が高いです。

大五郎さんも淡々と周回数をこなし結果４０位でした。
今回はトラブルが多く結果も残せずに申し訳ありませんでした。
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40
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以前からあるフロントのチャタは少なくなっているものの消えません。

タイヤ交換と給油を作業を終わらせて確認するとリヤブレーキのトラブルでした。
ピット内にいれて修理終わらせ大五郎さんに交代です。
修理に時間がかかり数周遅れでレースに復帰しました。

走行ごとにエンジンをチェックし、データを確認しながらの予選でした。
マシンのセット大きく変更せず、二回目の予選で今野君が2’10”990で８番手でスタートすることになりました。

しかし今野君は大幅にタイムを落としながらもしっかりと予定の周回数をこなしてピットインしました。
スタートして５番手くらいまで上がりましたが、ちょっとありえないペースでタイムが落ちていきます。


